
まちなかレストラン創出事業 実施概要

★★★ 第1期 まちなか1dayシェフレストラン ★★★

登録シェフ

（目的:コミュニティビジネス）

登録シェフ

（目的:新規開業）
出店 出店

ランチの提供

店舗運営スタッフ

（運営主体）

シェフアシスタント

（シェフ依頼）

【実施目的・内容】

商店街での新たな起業や、賑わい創出に向けた仕掛けづくりと

して、実施するこの取り組みは、料理が好きな方や飲食店の開

業を目指している方が日替わりでシェフになり、「仮称：まちなか

kitchen」での料理の提供を通じて、飲食経営のノウハウを習得

してもらうとともに、食を通じたコミュニティビジネスの促進や地元

農産物のＰＲなどに繋げていきます。

【実施年度】

令和２年度～令和４年度

【実施主体／運営主体】

町／民間事業者（公募型プロポーザルにより選定）

※実施場所（店舗）は、委託事業者が提案する店舗

シェフ参加後

（事業終了後）

令和5年～（第7次総合計画）

第2期まちなか1day
シェフレストランでの出店

（栗山駅南交流拠点施設）

まちなかキッチンマネージャー

（地域おこし協力隊）

まちなかkitchen
（令和2年10月OPEN予定）

商店街空き店舗での新規開業

ブランド推進課まちなか賑わい推進室

（仮称）

まちなかKitchen は、
日替わりシェフ（1dayシェフ）方式 を採用。

複数のシェフが日替わりで料理を提供し、店舗を運営し
ていく方式。シェフは運営主体より、時間単位で店舗を
借り受け、収益の一部を出店料として納付。

この取り組みは令和５年に開設を予定している栗山駅
南交流拠点施設での、本格実施（第２期１dayシェフ
レストラン）に繋げていくための試行的事業として実施。

①シェフは公募による登録制とし、７人（組）程度を募集。
１人（組）につき、月２～３回程度の出店を想定。

②公募するシェフのほか、新規開業の意向を持つ 「まちなかキッ
チンマネージャー（地域おこし協力隊）」 を採用。
1dayシェフとして、自ら厨房に立ち、料理を提供してもらうとと
もに、出店するシェフの調整や情報発信などの店舗運営に携
わってもらいます。

シェフは料理が好きな方であれば誰でも出店が
可能で、自前で店舗を持たなくても得意の料
理を振る舞うことができるのが大きな特徴。


